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今
年
の
「
節
目
の
日
」
行
動
の
一
環
と
し
て
、
６
・
２３
に
因
ん
だ
取
り
組
み

を
６
月
２２
日
（
土
）
に
行
い
ま
し
た
。 

正
午
か
ら
天
王
寺
駅
東
口
で
宣
伝
行
動
を
行
い
、
場
所
を
移
し
て
午
後
２
時
か
ら

は
天
満
の
国
労
会
館
で
学
習
と
交
流
の
集
い
を
「
近
畿
の
つ
ど
い
」
と
銘
打
ち
、
近

畿
各
府
県
の
安
保
破
棄
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
実
施
し
ま

し
た 東

京
か
ら
来
て
い
た
だ
い
た
林
竜
二
郎
さ
ん
（
安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会
事
務

局
次
長
・
日
本
共
産
党
基
地
対
策
委
員
会
）
に
は
「
日
米
安
保
の
現
在
地‐

私
た
ち

は
い
か
に
た
た
か
う
か‐

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
演
で
は
ま
ず
、
４
月
の
日
米
首
脳
会
談
の
前
に
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
駐
日
大
使
の
、「
岸
田
首
相
の
国
賓
待
遇
で
の
訪
問
は
、
特
別
な
時

期
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
重
要
だ
。
一
つ
の
時
代
の
終
わ
り
、
次
の
時
代
の
始

ま
り
だ
か
ら
だ
」「
岸
田
政
権
は
２
年
間
で
７０
年
来
の
安
全
保
障
政
策
の
隅
々
に
手

を
入
れ
て
、
根
底
か
ら
覆
し
た
」「
日
本
は
今
や
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
安
全
保
障

の
完
全
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
」
な
ど
の
発
言
が
、
日
米
安
保
の
現
在
地
を
表
し
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
５
年
間
で
４３
兆
円
、
倍
増
で
は
と
ど
ま
ら
な
い
軍
事
費
膨
張
の
実
態

に
つ
い
て
、
装
備
費
用
（
武
器
購
入
な
ど
）
ば
か
り
が
急
増
し
、
後
年
度
負
担
（
軍

事
ロ
ー
ン
）
が
国
家
予
算
を
圧
迫
し
、
日
米
の
軍
需
産
業
の
利
益
の
た
め
に
使
わ
れ
、

正
常
な
経
済
の
循
環
を
破
壊
、
更
に
は
製
造
に
か
か
わ
る
人
々
な
ど
を
監
視
す
る
な

ど
民
主
主
義
を
圧
殺
す
る
こ
と
に
繋
が
る
な
ど
、
防
衛
省
自
身
の
資
料
も
使
い
な
が

ら
解
説
し
、
軍
事
費
削
っ
て
、
教
育
や
防
災
な
ど
国
民
の
た
め
に
こ
そ
使
え
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。 

 

幾
重
に
も
憲
法
に
反
す
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
と
実
行
に
向
け
て
の
動
き
に

つ
い
て
は
、
日
本
国
憲
法
第
９
条
を
引
き
な
が
ら
、
「
専
守
防
衛
」
を
投
げ
捨
て
、

「
反
撃
能
力
」
と
称
し
て
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
走
り
、「
独
立
し
た
指
揮
系

統
」
と
偽
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
米
韓
同
盟
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
同
様
に
米
軍
司
令
官
の

下
に
、
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
）
に
組
み
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
、
先
の
日
米
首
脳
会
談
の
共
同
声
明
の
言
う
「
シ
ー
ム
レ
ス
な
統
合
」
通
り

自
衛
隊
が
「
統
合
作
戦
司
令
部
」
を
設
置
し
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
米
軍
が
在
日
米
軍

司
令
官
を
格
上
げ
し
て
作
戦
・
指
揮
権
限
を
与
え
る
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
で
あ
る

と
厳
し
く
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
自
衛
隊
の
「
強
靭
化
計
画
」
な
ど
に
触
れ
、
弾
薬
庫
の
増
強
に
対
す
る

市
民
の
不
安
に
答
え
て
、「
爆
発
が
起
こ
っ
た
場
合
、
十
分
に
消
火
の
見
込
み
の
あ

る
場
合
を
除
い
て
は
、
消
火
は
し
て
は
い
け
な
い
」
な
ど
と
い
う
、
信
じ
ら
れ
な
い

防
衛
装
備
庁
の
通
達
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
結
局
は
「
軍
隊
は
国
民
を
守
ら
な
い
」

と
い
う
実
態
に
対
し
て
、
全
国
各
地
で
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
住
民
の
た
た
か
い
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
最
後
に
、
か
ね
て
よ
り
安
倍
首
相
な
ど
政
府
が
「『
抑
止
力
』
を
高
め
れ

ば
日
本
が
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
は
低
く
な
る
」
と
言
っ
て
き
た
言
葉
に
反
し
て
、
今

で
は
「
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
こ
と
の
許

さ
れ
ざ
る
矛
盾
を
厳
し
く
指
摘
さ
れ
、
徹
底
し
た
平
和
外
交
、
対
話
に
よ
っ
て
こ
そ

平
和
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

安
保
破
棄
ニ
ュ
ー
ス 

Ｎｏ．５６７ 

2024.7.12 

安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員
会 

 

〒
五
四
三
ー
〇
〇
一
四 

大
阪
市
天
王
寺
区
玉
造
元
町
一
七
ー
二
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
ー
六
七
六
三
ー
三
八
三
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
ー
六
七
六
三
ー
三
八
三
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
Ｅ
メ
ー
ル 

 
anp

o-
osk@

abeam
.ocn.ne. jp

 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 http
:/

/
w

w
w

.anpo-
osk.jp

 

 

６・２３近畿のつどい 

 

6月は、23日が 23宣伝行動の原点の日、現行の日米安保条約が、国民の多くが反対の声を上げている

中、発効された日です。また、沖縄戦の組織的戦闘が終結されたとする日、沖縄で「慰霊の日」とされて

いる日です。この 6月の 23宣伝行動は「節目の日行動」として、6月 22日の土曜日 12時から行いまし

た。場所はいつもと変え、JR天王寺駅東口前でおこないました。今回で通算 426回目の 23行動となりま

す。ビラ配布、プラスターを持ってのスタンディング、弁士による訴えを行いました。15人の参加でし

た。弁士は、日本共産党、うたごえ協議会、母親大会連絡会から出ていただきました。 

うたごえ協議会のみなさんは、沖縄に関連する歌を歌って、

宣伝を盛り上げてくださいました。それぞれの弁士からは、自

衛隊強靭化問題、自治体から自衛隊への名簿提供問題、戦争す

る国づくりに対する批判、辺野古新基地建設反対などに関し

て、道行く人たちに訴えかけました。 

  

次回、7月の 23宣伝行動は、7月 23日の 12時から、淀屋橋で

行う予定です。 
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「
戦
争
準
備
の
日
米
合
同
演
習
反
対 

あ
い
ば
野
大
集
会
」
が
、
ふ
る
さ
と

を
ア
メ
リ
カ
軍
に
使
わ
せ
な
い
滋
賀
県
連
絡
会
の
主
催
で
、
７
月
７
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
、
７
月
１
８
日
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
、
日
米
実
動
訓
練
・
オ
リ
エ
ン
ト
シ
ー
ル
ド
に
反
対
す
る
集
会
で
す
。 

 

雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
で
、
暑
い
一
日
で
し
た
が
、
全
体
で
３
３
０
人
が
集
ま

り
、
集
会
と
デ
モ
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
近
畿
２
府
４
県
の
安
保
破
棄
実
行
委

員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
集
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
大
阪
か
ら
も
多
数
参
加

し
、
集
会
で
は
、
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
の
守
山
事
務
局
長
が
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

 
 

集
会
で
の
特
別
報
告
で
は
、
日
本
共

産
党
の
穀
田
恵
二
衆
議
院
議
員
が
、
饗

庭
野
演
習
場
で
の
演
習
が
い
か
に
危
険

な
も
の
で
、
住
民
の
命
よ
り
も
経
費
を

重
視
す
る
異
常
な
防
衛
省
の
姿
勢
、
京

都
の
祝
園(

ほ
う
そ
の)

弾
薬
庫
の
危
険

性
な
ど
を
、
国
会
答
弁
を
交
え
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
日
本
の
政
治
状
況
で
何
が
起
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
戦
死
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
自
衛
隊
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
戦
前

回
帰
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
、
そ
の
よ
う
な
政
治
は
腐
敗
を
生
み
出
す
、
日
本

の
政
治
の
ゆ
が
み
の
象
徴
で
あ
る
と
語
ら
れ
、
「
今
日
７
月
７
日
は
盧
溝
橋
事

件
が
起
こ
り
、
日
中
の
戦
争
が
開
始
さ
れ
第
二
次
世
界
大
戦
へ
突
っ
込
ん
だ
日
。

こ
の
よ
う
な
日
に
二
度
と
戦
争
は
起
こ
さ
な
い
と
た
た
か
い
に
立
ち
上
が
っ
た

こ
と
を
、
お
互
い
喜
び
と
し
、
誇
り
に
し
よ
う
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。 

 

安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
の
守
山
事
務
局
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
今
回

の
オ
リ
エ
ン
ト
シ
ー
ル
ド
は
、
日
米
共
同
宣
言
の

具
体
化
と
い
う
面
に
お
い
て
、
い
ま
ま
で
以
上
に

危
険
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
戦
争

の
た
め
の
訓
練
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
、

住
民
の
命
を
軽
視
す
る
政
治
の
あ
り
か
た
を
批
判

し
、
政
治
を
変
え
る
大
き
な
力
を
こ
こ
か
ら
示
し

て
い
き
た
い
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
集
会
で
は
、
「
沖
縄
で
の
米
兵
に
よ
る
少

女
暴
行
事
件
に
抗
議
す
る
」
こ
と
も
メ
イ
ン
に
据

え
、
沖
縄
と
連
帯
し
て
た
た
か
う
こ
と
が
発
言
者
各
々
か
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。 

  

集
会
後
、
市
内
を
デ
モ
行
進
し
、「
日
米
合
同
演
習
反
対
」「
戦
争
す
る
国
づ

く
り
反
対
」
を
、
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。 

       

       

 

 諸団体の取り組み、当面の予定など 
 

 

 

7月 
14日(日) シンポジウム「国連憲章と憲法を生かした日本外交」 

13:30～ 大阪私学会館  【平和委員会・革新懇・AALA 主催】 

17日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～ 大阪安保事務所 2階 

23日(火) 大阪安保 23宣伝行動 12:00～ 淀屋橋 

 

8月 
４日(日)～６日(火) 原水禁世界大会 広島 

21日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～ 大阪安保事務所 2階 

23日(金)  大阪安保 23宣伝行動 12:00～ 淀屋橋 

27日(火) 近畿安保・舞鶴基地視察行動 


